
「創薬等支援技術基盤プラットフォーム」講演会 
            
日 時： 平成２７年２月４日（水）１５:００ 〜 

場 所： 静岡県立大学 ６３２９教室 

対 象： 大学院生、学部学生、教職員 

 （部外者・学外者の参加も歓迎します。） 
 
講 師： ラボコンサルテーション株式会社  

島本 哲男 先生 

（前所属 アスビオファーマ株式会社） 

演 題：電子環境での研究情報管理の重要性 

（電子ノートの活用によるコンプライアンスと効率化の追求） 
 

科学の信用を根源から揺るがすような、不適切な研究データを基にした論文投稿が発覚

した。さらには、精神作用を有する薬物管理の厳格化が社会現象にもなっている。研究情

報も含めたコンプライアンス（法令遵守：社会的要請への適応）の考え方を無視できない

時代になっている。 

本講演では、昨今、化学合成の研究分野から端を発し、特に製薬企業の研究部門で急速

に運用が広がりつつある『電子実験ノート』システムに関し、特に化学合成の現場におけ

る実際の運用実例をふまえての特徴とメリットについて紹介する。 

さらに、かつては実現できなかった高い水準での法令遵守を徹底しながら、同時に研究

者の作業効率化を実現することのできた、電子環境での最先端の研究情報管理システムに

関するトピックを紹介する。 

 

紹介事例： 

 化学合成の現場における『電子実験ノート』システムの運用 

 『研究機器データ管理システム』による各種測定機器から発行されたデータの長期

保全体制 

 発注から在庫管理、経理作業までもが統合され、かつ法令遵守を徹底することを

目的とした『研究試薬の発注在庫管理システム』 

 

本講演会では、富士通によるシステム紹介（10－15分くらい）も行います。 

 

 

問い合わせ先：静岡県立大学 薬学部医薬品製造化学教室 菅 敏幸 

Tel (054) 264-5746；Fax (054) 264-5745 E-mail: kant@u-shizuoka-ken.ac.jp 


